
Ⅵ成果と課題

3 H-11出土の玉類について

今年度の調査で、H llとした擦文時代の竪穴住居跡から、ガラス玉がヒスイの勾玉や金属製品な

どと伴にまとまって出土した。出土状況や玉類の観察から想定される事例について若干まとめてみた

い。

出土状況（図Ⅲ-27～32、 図版21～23)

H-11は牧草地の地表面で浅い凹みとして確認できた。覆土の上層には耕作土、牧草地造成の際の

埋士、廃棄されたゴミの撹乱層があったため、 これらを除去し、 旧表土層を露出させた段階から調査

を行った。床はⅥ層の黄褐色ロームに掘り込まれており、玉類はこの面の直上1～2cmの黒褐色土

から一部が数珠状に連なって出土した。出土した当初は上層遣構の存在を想定したが、土層の観察か

らは、人為的な堆積や盛土は認められず、床面にも遺構の掘り込みは確認できなかったため、竪穴住

居跡に伴うものと判断した。

出土遺物（カラー図版8，図Ⅲ-31、図版55,表7)

玉類は、土壌水洗で出土したものも含め67点である。ガラス玉は57点でそのうち図化・計測できた

ものは図Ⅲ-31に図示した43点である。ほかに金属製品が8点(2点は同一個体） 、 ヒスイ製の勾玉

1点、凝灰岩製の有孔自然礫が1点である。ガラス玉の形態は丸玉が大半で風化が激しい。表面は黒

褐色を呈し、その下は白色で発泡したような状態である。中心部分が観察できるものはすべて青色が

確認できるので、元は青色の玉であったと思われる。他に風化がみられないものが5点あり、図Ⅲ－

31-14･25･ 38･42･44でそれぞれ異なる色調である。また、図Ⅲ 31-14はその形態や色調から続

縄文時代のものである可能性が考えられる。整形の方法は、すべて針金状のものに溶けたガラスを巻

き付ける、 いわゆる巻き付け法で作られている。奈良県飛鳥池遺跡例のような鋳型を用いて製作され

たものはない。 これらのガラス玉は、北海道大学の小笠原正明氏より研究のため、成分分析を行いた

いとの依頼があり、非破壊分析を条件に試料の提供を行った。その結果、ガラス玉の材質は大半が鉛

ガラスである。鉛ガラス以外では、図Ⅲ－31-25 ．42が鉛石灰ガラス、図Ⅲ-31-44がカリ石灰ガラ

スで、 これらは風化がみられないガラス玉であった。その後、鉛同位体分析を行いたいと再度依頼が

あったが、鉛同位体分析は破壊分析を行うことから、接合作業等が終了した後、小破片のため接合し

得なかった個体8点について試料の提供を行った。 これらの分析結果に関する報告は現在依頼中であ

る。金属製品はすべて青銅製で、ベルト金具状のものやボタン状のものがあるが、正確な用途は不明

である。なお、現場段階でのガラス玉の仮強化は村田が、最終的な保存処理は第1調査部第1調査課の

田口尚が行った。

ガラス玉の出土例

ガラス玉と金属製品がまとまって出土した例は、伊達市オヤコツ遺跡がある。ガラス玉にヒスイ製

の勾玉が伴う例は奥尻町青苗貝塚に見られる。住居跡からガラス玉が出土した例は、表に示したよう

に少なく、出土点数もl～数点である。今回のような出土状況を示す例は、管見する限り穂香竪穴群

例が初出である。H-llは玉類以外に出土した遺物は殆どなく、住居廃用の際に持ち出されたと考え

られるため、玉類のみが「置き忘れ」たものとは考えにくい。 このような「副葬品」的な遺物からは、

墓の可能性が考えられるが、調査では掘り込み、埋め戻し、盛土など墓を示すものは確認できなかっ

た。仮に墓であるとするならば、出土状況から、廃用された住居床面に遺体がそのまま安置され、そ

の後、上屋を含め住居が自然崩落して埋没した状況が想定されるが、はたしてそのような墓制が存在

するのかどうか、今後の事例の増加をまって再検討したい。

（村田大）
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図Ⅵ－5 北海道のガラス玉が出土した遺跡
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接合破片出

土位潰(層

位・点数）

跨
州
数

未接

合破

片数

去 皿掲載

番号

図版

番時
未接合破片出

土位置
図 番号 炳位（,IiX数） 刺『 位凹1J 胎土 焼成 その他

器高 に|径 底径

l“(撹乱・

'74） ｡ ､163（

Ⅱ . ’ ） ・ K6:1 1

11 ． ｜ ）

崎 ' ' 1 1 (1) ・ 164(撹

乱・ ‘15）

砂粒多く

含む

やや

不良

図Ⅲ－30 '－11 ﾉイ 口縁部～底部 79 16 17． 2 l－ ij 大形深針ii l i

面外

~調幣
内時期 ｜ 部ｲ1 皿

槻 色読1 その仙
~ 調憩 色調 その他

擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

胴止半部
一

ブ

ナ
Ｊ

Ｉ

Ｐ

縦

↓

キ

メ

ガ

デ

ケ

ミ

ナ

ハ

描

横

縦

黒褐色

黒褐色

黒褐色

乗 lがれ有り

素 1がれ有り

剥がれ有り

斜位列点2段､列点間に横沈

線（ 1本）

縦平行沈線（6， 7本単位）

と斜位平行沈線(5, 6本単

位）の組み合わせ

横沈線(6本) と斜位沈線

（4， 5本単位）の組み合わせ

枇ミガキ（稜明瞭

横ミガキ（稜明瞭

黒褐色

黒褐色＞暗褐色

煤付着

煤付着

llFI下半脚｜

底部

底面

黒褐色＞ |高褐色 剥がれ袖修孔2個布縦ﾐｶｷ(稜明瞭）

り

縦ﾐガキ（稜明瞭）

十〒茸

黒褐色＞暗褐色

黒褐色＞暗掲色

暗褐色

煤付蒋

柵
幅
勤

遺
区
点

吐
辻
坐
小
一

ｔ
１
１

接合破片1 1 ｝

土位間（層

位・点数）

接合

破片

数

未接

合破

片数

法 還褐,戯

番号

図版

番号
辰接合破片出

土位胱
図番号 付位（点数 胎土 その他け 』 焼成

1口 画ﾛ

訂茜胸1 口係 底径

㈹

り

り

Ⅱ

Ⅱ

皿

く

く

９

７

８

５

５

汀

－ “8図Ⅲ－3う 18－1 覆土1 （1 ）1 ' 1 ]2 口縁部～底部 砂粒含むＩ 1 ． 5 l,型深鉢1

卜

雌

面皿 |〆
時脚 11

虻 様 色調 調愁他 色鍜 その他

擦文11手代

後期後半

口唇W'1

口縁部

橘ミガキ（稜明瞭）

検ナデ→部分的に横ミ

ガキ（稜不明隙）

縦ナデ

鞭ミガキ（稜明瞭、 や

や粗い）

縦ミガキ（稜明瞭、や

や粗い）

ナデ→部分的にミガキ

黒色

黒色 横ミガキ（稜不明瞭） 黒色＞黒褐色

胴上半部

胴.ﾄ半部

底部

底面

斜位平行沈線（2～4本単

位）の組み合わせ

黙褐色＞褐色

暗褐色

暗褐色（部分的に

やや赤化）

暗褐色（部分的に

やや赤化）

横ﾐｶｷ(稜不明瞭)

縦ミガキ（稜不明瞭）

黒色＞黒褐色

(部分的に赤化）

黒色＞黒褐色

(部分的に赤化）

黒色

黒色

縦ミガキ（稜不明||ﾎ）

出土遺描・

出土区（層

位・点数）

接合破片出

土位置（層

位・点数）

艤
幟
数

未接

合破

片数

図版

悉号

掲戦

番号

k接合破片出

土位駿

｛友 里

図番･弓 唇位（点数） 部 位 胎土

砂粒わず

かに含む

焼成 その他
口ロ f『

竹蔽Ipl 底径口径

図Ⅲ－， 1 1 床( 1) ・覆土( |3）18－ ' 1－13 ' '一旧(稽土・ ’2 口緑部～底肖’ 補修孔4カ所有り1 1 9 1． 0■ t 良

面 内外
一
瀧

胴
寺朗 部｛

父 様 色調 その他 凋盤 色調 その他

擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

胴上半部

瞭

隙

明

明

稜

幟

くキ

キ

ガ

デ

ガ

ミ

ナ

ミ

枇

横

縦

黒色＞暗褐色

黒色＞暗褐色

黒色＞暗褐色

斜位ﾀ11点(2段)

浅い横位凹み状沈線

斜位平行沈線（4 ～6本単

位）の組み合わせ

横沈線（3～4本）

部分的に嫌付軒 横ミガキ

険ミガキ

樅ミガキ

縦ミガキ

蝋色＞賭褐色

黒色＞褐色

I典色＞暗褐色

11苫褐色

煤付着

煤付着

(陵不明脈

(稜不明瞭

(稜不｢1月暗

(稜ｲ<明隙胴下半部

底部

底面

縦ミガキ（儲明瞭）

縦ミガキ（稜不明瞭）

ナデ

黒褐色＞褐色(部

分的にやや赤化）

褐色（部分的にや

や赤化)

褐色

部分的にハケメを残

す． 部分的に剥がｵ1

キーー

出土遺構・

出土区（屑

化・点数)

’ ' 13

接合破片出

土位澄(層

位,点数）

晶
可
’
二

崎
咄
数

未接

合破

片数

法 iIi掲載

番号

図版

番号

末接合破片出

土位置
図番･号 肖位(点数 その他鄙 始士 雌HV

ruJヴー

口径 低径1吋 【｣I

鰯ドマカ

リ

沢

２

｜

土

l､礫、 ｛8

粒多い
図111 叩1 '8 . I カマド覆土(09） L1縁部～底部 ｶﾏﾄ出土

ﾛ】 、〕~ ~ I | ， 2 良(i I） 28, 5 』． I

外
一
継

内Ⅱ 旧I
時期 部位

文 椛 色訓 その他 紙|整 その他色調

擦文時代

後期後半

口辱部

口縁部

IFI上半部

横ミガキ（稜明瞭）

横？ナデ

縦ミガキ(稜明睡)

黒色＞I|商褐色

黒色＞褐色

暗褐色＞褐色

斜位短刻線（2段）

浅い横位IMIみ状沈線（3本）

縦平行沈線（3， 4本i 11位）

と斜位平行沈線（3， 4本単

位）の組み合わせ

横沈線（6水）

横ミガキ（稜明瞭）

横ミガキ（稜明雌）

無色

黒色＞暗褐色部分的に煤付詩

縦ミガキ（稜明瞭）

樅ﾐｶｷ(稜やや不

明瞭）

ナデ

胴 F半 剖 縦ミガキ（稜明瞭） 黒褐色＞暗褐色

（部分的にやや赤

化）

暗褐色＞赤褐色

11間褐色＞赤褐色

黒色十黒褐色

底部

底面

縦ミガキ（稜明瞭
バー弓十三

褐色

やや膳粍

l‘ｿ8



Ⅶ

－計,"± ’胎土
未接
合破

片数

儲
吋
数

法 量

’
接合破片出

土位i丹（層

位・点数）’ ;醤
k接合破I ｣, ･出

ニヒ位|豊
その他焼成図版

番号

掲載

番号
部 位胃位(点数
~ ~|器尚luiZ 底口径

凹，

口尹口

皿手口

図番号

雑文､袖修孔3カ所有り62 砂粒含む Iニ
レ面6－ 827. 1）肘' '-1 ‘I (覆土・ 5）

' ' 14(棚揚土

'0） ・M77(Ⅱ・3）

' 131 （ 1 ． ｜ ） ･

II53（ 1 . .13）

騒土(5) ･掘揚

士(23）
１

、
Ｊ
ｎ
Ｊ

リ
】
釦
０

１

１

く

Ｉ

７

冊

脈
陥

18-5 H－l4図Ⅲ－5:I

口縁部～底部

’－1
ﾝ卜

渦整

j,｝ 曲

色調

、

部位 その他蒔期 洲整色調

黒色

黒色十Ⅱ音褐色

暗褐色＞褐色

暗褐色＞赤褐色

黒褐色>赤褐色

暦褐色

その他￥ 卜碧

共 『求

横ﾐｶｷ(稜明瞭）

縦ハケメ→横ナデ

ナデ→縦ミガキ(稜や

や不明雌）

縦ミガキ（稜明瞭)

縦ﾐｶｷ(稜明瞭）

ヘラナデ

口唇部

口縁部

胴上半部

胴~下半部

底部

底面

擦文時代

後期後半
横ﾐｶﾞｷ（陵明雌）

斜位ﾐｶｷ(稜明瞭)

縦のﾐガキ（稜明瞭､

やや粗い）

ミガキ（稜やや不明

11'、
甲戸J，ﾉ

黒色

.L (,！色

黒色

黒代

’

’
未接

合破

片数

鰐
燗
数

法 景接合破片出

土位置（層

位・点数）

出土遺術・

幣鷺藤 兼噌欝出掲載

番号

図版

番号

焼成 その他胎t部層位（点数図番号
底径器高 1コ径
’

砂粒含む 良li , 3』4 20- 920Ⅱ-1 . 1 (床・ ’） ・

'1 1 1 (掘揚土・

8） ・ H52(Ⅱ .

! ） ・ ''52（ 1 .

5） ， '153（ 1 ． 3）

攪土(21) ･掘揚

上(27） ・不明(1)

１

１

１

３

１

１

く

ｉ

、

Ｊ

１

⑪

曲

り

】

リ

】

戸

り

冊

胴

Ｉ

腸1『､~~~~
'9－1 '' 14図Ⅲ－53

口縁部～底剖

’ ’
I 凶外

一
搾

1m

時脚 部位 その他
し
恥
、

日
ｕ
ｆ
間

二

Ｐ 色調その他色調虻 様

’
黒褐色

||音褐色＞黒色

階褐色十黒悶色

横ﾐガキ（稜不明瞭）

横ﾐｶｷ(稜不明瞭)

検ナデ

横？ナデ

口唇部

口縁部

胴上半部

口縁部

胴上半部

擦文時代

後期後半
煤付蒲黒色＞褐色

黒褐色＞褐色

板ミガキ

横ミガキ

斜位短刻線(3段､羽状)

凹み状沈線(3本)

縦平行沈線の地に斜位平行沈

線(4, 5本単位） による文

横沈線（5本）

部分的に煤付 若

I蝿色>褐色 「 黒色>無褐色

黒褐色

黒褐色

部分的に煤付済 縦ミガキ

蝉カキ
暗

キ

瞭

明

ガ

明

稜

ミ

不

く

縦

梗

キ

↓

く

ガ

デ

キ

ミ

ナ

ガ

縦

横

ミ

胴下半部

底部

底面

胴下半部

底部

底面 ’

|尊畷臆

濡幟数

未桜

合般

片数

法 趣

’
接合破片出

土位置（層

位・点数）

出土遺構・

出土区（層

位・点数） ’
米接合破片出

十ｲｳ置
掲載

番号

図版

番号

その他胎 ゴ 焼成部 位層位（点数）図番号
］ 底径口径IL1

|0.7 1 "1. 1' l 8.7

渦轆

墜世宣竺
内

~--1-_

にI縁部～底部 8 1
面

色調 その他

艮 ｜

面

色洲

図Ⅲ 58 1 1 1 '18－2 1 11－16 床(8)

時期 ｜ 部位 文 様部位時期
外
一
搾 その{。

黒褐色

暗褐色＞照褐色

黒褐色＋唯褐色

黒褐色＞暗褐色

1噺褐色

横ナデ→横ﾐｶｷ(稜

不明瞭、やや粗い）

斜位ナデ→ミガキ？

＝幸三

横ミガキ（稜不明瞭）

俄ナデ

縦ハケメ→斜位ミガキ

(稜明瞭､やや粗い)

縦ミガキ（稜明瞭、や

や粗い）

ヘラナデ

口唇部

口縁剖

胴部

底部

睡面

擦文時代

後期後半
黒色

黒色

暗褐色

やや磨耗

’
法 並

胎土焼成 その他

綴繍| 口径|底径
'88 1 '7.2 1 50砂粒含む良

内 間

調整 色調 その他

注 lli

焼成 その他胎 ゴ
ロロ言

付けIFF 口径 氏径’’
跨
幟
数 ~数’

未接

合破

片数

接合破片出

土位漬（層

位・点数）

鼎十遺構・

出土区（層

位・点数）

末接合破片出

土位恢
掲載

番･号

図版

爵号
部 ホI唇位（点数）副番号

m

その他

口緑部～底部
、

色調

図Ⅲ 631 1 119-21 1I 17 床(19）

時期 ｜ 部位 ｜ 童 様寺期 部位
４
｜
識

黒色＞暗褐色

褐色>黒褐色

黒褐色＞褐色

瞭明稜Ｉキガ

デ

デ

ミ

ナ

ナ

横

機

横

口唇部

口縁部

胴上半部

擦文時代

後期後半
黒色

黒色

髄ﾐｶｷ(稜明瞭)

検ミガキ（稜やや不

明瞭）

斜位列点（2段）

凹み状沈線（2本)

斜位平行沈線の地に斜位平行

沈線(4~7本単位）の文様

横沈線（4本）

黒褐色＞黒色縦ミガキ黒褐色＞暗褐色縦ﾊｹﾒ→縦ミガキ

（稜明瞭.やや粗い)

縦ミガキ

ナデ一部分的にミガキ

胴下半部

黒褐色

’
部分的に赤褐色化

やや張り出す

陪褐色

褐色

十二

底部

底面

接合

破片

数

軽合

数

未接 法 量
波片 合破

偶数鶏爾， | 口径|底値
75 28 21 . 9 2')51 a-1

その他 調轄

未接

合破
片数

量

口径 氏径“"Ⅲ ’I薗位（点数） ’
接合破片出

土位i筒 (層
{,r ・点数）

出土遺構,

出土区（層
位・点数）

未接合破片出
土位iFi

掲載

番 号

図版

番号

その他焼成胎土部 位列番号

砂粒含む 良 無文
内 面

色調 その他

’ 11 17(床． 28） 口縁部～底部
外 面

捌捜 色洲

図Ⅲ-63 1 2 49-3 1 1 I 17 1 床(75)

時期 部'， ’ 文 様
時期 部位

褐色＞黒褐色

褐色＞黒褐色

暗褐色＞褐色

褐色＞暗褐色

暗褐色

暗褐色

樅ミガキ

横ナデ

縦ハケメー縦ミガキ

(稜ｲﾐ明瞭)

樅ﾊｹﾒ?→縦ミガキ

（稜不明瞭）

縦ミガキ(稜不明瞭）

÷＝

口唇部

口縁部

胴上半部

胴下半部

底部

底面

擦文時代

後剛後半
煤付着

煤付若

黒色

黒色

黒色＞褐色

黒色>暗褐色

黒色

横ミガキ(椎不明瞭)

横ミガキ(稜不明瞭）

縦ﾐｶｷ(稜不明瞭)

縦ﾐガキ（稜不明瞭）~ ~~
補修孔2個有り 煤J

吐付肴

剥がれ有り

’ やや上げ底

ﾉ39



穂香騨穴群

’
出土遺柵・

出土区（肘

位・点数）

接合破片出

土位置(層

位・点数）

未接

鰯
15

未接

合破

片･数

15

蝿

瞬

数

掲'戦

悉号

図版

番号
畠 量未接合破片出

土位置
図滑号 層位(点数） 部 位 |倫土 焼剛 その他，.戻夛

｡．ｰ j F

誌 上｣I 口径 庇径
:19-,1図Ⅳ 1 ’ Ｉ

Ⅱ

Ｉ

く

ｉ

〃

ｆ

１

，

、

Ｉ

６

１

戸

ｐ

一

献

旧

１

１

１

、
ｉ
Ｊ
例
〃
画
、
‐
Ｊ

ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｎ
ク
“

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

く

Ｉ

Ｉ

ｎ
叩
仰
Ｄ
円
ｊ

二

制

戸

り

一

棚

Ｉ

Ｊ

Ｉ

32 (20. 5） ツ則 n
世ロノ■ nF 砂粒含む

写 、,
J 門』

． ’
補修孔5カ所有り

１

９’
口縁部~胴下半部

’

寺期
叩 、部付 ’八1 面

調整 色調

~

虻 様 調盤 色調 その他 その他
擦文時代

後期後半

L1唇部

口縁部

棡上半部

横ﾐｶﾞｷ（稜やや不明

瞭）

幟ナデ
’

暗褐色

l帝褐色

暗褐色

短刻線(2段)

縦平行沈線の地に斜位の平行

沈線(4～6本単位)で山形棟

横沈線

縦ミガキ(稜やや不明瞭)
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